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※太字 執行委員

平成28年度 北六甲台分区役員・協力員名簿
担当 氏名 担当 氏名
分区長 日高 昭夫 事務局長 本郷 克子

生田 收 会計 井澤 淳子
副分区長 田中 弘子 ボランティアセンター長 井上 さち子

知平 隆 監事 一階 郁子
坂下 一成 網本 四郎

担当 氏名
広報部 ◎ 枡野 恵次 障がい者・児支援部 ◎ 井上 さち子

小澤 薫 （青い空） 溝口 恵子
白谷 悦子 高江洲 晴枝
梶原 陽子 田嶋 きぬ子
小林 和泉 杉原 ひとみ

研修部 ◎ 生田 收 宗村 泰明
安齋 律子 横瀬 道代
椿 泰夫 子育て支援部 ◎ 松山 佳代子
盛田 幸恵 （ともだちつくろう） 山迫 由美
曽我 嘉和 小澤 薫
守本 博 鈴木 緑

地域交流部 ◎ 渡邊 文子 藤井 里衣
（ふれあい喫茶・北六甲台） 秋田 君子 西村 清子

上田 幸代 加藤 秀子
永田 辰雄 高崎 いずみ
栖川 真子 中崎 いずみ
橋本 清 募金事業部 ◎ 中野 陽子
福重 純子 西村 義久
荻野 キミ子 葦田 里子
小池 博子 斎藤 俊夫

（ふれあい喫茶・上山口東） ○山本 喜代子 高見 早弥香
瀬戸 泰博 石田 美代子
松山 佳代子 福祉ネット推進部 ◎ 日高 昭夫
鹿島 恵 枡野 惠次
横瀬 道代 北村 美代子

片桐 文代 中島 恵美
松岡 照美 瀬口 久美子

高齢者福祉部 ◎ 高橋 貞義 ◎部長 ○責任者
金井 晄輔 網掛けは協力員

古南 圭子
井上 武夫
曽我 嘉和

事業部

ボランティアセンター

◎ 井上 さち子 井澤 淳子 日高 昭夫 枡野 恵次
溝口 恵子 古南 圭子 田中 弘子 渡邊 文子
本郷 克子 中野 陽子 瀬口 久美子 山本 喜代子
松山 佳代子 ※ ※ ※

わ
た
く
し
、
四
月
の
社
協

分
区
総
会
に
お
い
て
分
区
長

を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。
平

成
二
十
一
年
よ
り
七
年
間
、

大
過
な
く
務
め
さ
せ
て
頂
く

こ
と
が
出
来
ま
し
た
の
も
、

皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
の

賜
も
の
と
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

昨
年
度
策
定
し
ま
し
た
北

六
甲
台
分
区
の
第
八
次
地
区

福
祉
計
画
の
「
誰
も
が
安
心

し
て
い
き
い
き
と
生
涯
を
暮

ら
せ
る
共
生
の
町
」
の
目
標

実
現
が
大
切
で
す
。

そ
の
実
現
に
む
け
て
、
第

八
次
計
画
が
分
区
活
動
に
生

か
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

今
後
は
、
昨
年
十
二
月
に

就
任
し
ま
し
た
市
社
協
副
理

事
長
の
職
務
と
合
わ
せ
て
、

分
区
研
修
部
の
活
動
に
尽
力

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
社
会
福
祉
協
議

会
に
対
し
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導

と
ご
交
誼
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
て
、
分
区

長
退
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

こ
の
た
び
一
期
二
年
務
め

ま
し
た
社
協
副
分
区
長
、
財

務
部
長
を
個
人
的
事
情
に
よ

り
退
任
致
し
ま
し
た
。

在
任
中
は
分
区
の
財
務
基

盤
で
あ
る
年
四
回
の
募
金
活

動
に
従
事
し
ま
し
た
。
地
域

で
は
街
頭
募
金
活
動
が
コ
ー

プ
こ
う
べ
と
ス
ー
パ
ー
万
代

に
限
ら
れ
、
更
に
昨
年
か
ら

万
代
は
赤
い
羽
根
募
金
だ
け

に
限
定
さ
れ
ま
し
た
。
年
々

厳
し
く
な
る
募
金
活
動
の
現

実
を
痛
感
し
ま
す
。
他
方
で

社
協
の
会
員
会
費
の
募
金
に

つ
い
て
は
平
成
三
〇
年
に
は

全
額
分
区
財
源
に
な
る
こ
と

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
総
会
で
は
日
高
新
分
区

長
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
昨

年
策
定
さ
れ
た
「
第
八
次
地

区
福
祉
計
画
」
の
目
標
「
誰

も
が
安
心
し
て
い
き
い
き
と

生
涯
を
暮
ら
せ
る
共
生
の
町
」

づ
く
り
に
つ
い
て
新
分
区
長

か
ら
き
め
細
か
な
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
分
区
長
は
じ
め

各
事
業
部
役
員
、
協
力
員
、

諸
団
体
の
連
携
に
よ
っ
て
着

実
に
実
行
さ
れ
る
こ
と
を
確

信
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
今
後
は
募
金
事

業
部
の
一
員
と
し
て
活
動
に

邁
進
す
る
所
存
で
す
。
皆
さ

ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
社
協
と
の
関
わ
り

九
年
前
の
民
生
委
員
就
任

と
同
時
に
社
協
役
員
に
な
り
、

以
降
は
広
報
部
で
「
ぬ
く
も

り
」
編
集
を
担
当
し
ま
し
た
。

五
年
前
か
ら
執
行
委
員
と
し

て
安
心
キ
ッ
ト
導
入
や
福
祉

ネ
ッ
ト
設
立
の
事
務
局
を
担

当
し
ま
し
た
。
三
年
前
か
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
な
り
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
導
入
等
に
関
わ
り
ま
し
た
。

■
社
協
分
区
の
歴
史
の
重
み

二
十
年
に
及
ぶ
高
齢
者
支

援
等
の
地
域
福
祉
に
果
た
し

た
分
区
の
役
割
の
大
き
さ
を

痛
感
し
ま
す
。
発
足
以
降
、

分
区
活
動
を
支
え
て
頂
い
た

多
く
の
先
輩
の
ご
尽
力
に
あ

ら
た
め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

同
時
に
二
十
年
の
分
区
活

動
の
歩
み
、
成
果
、
風
土
を

正
確
に
受
け
止
め
、
次
の
世

代
に
引
継
ぎ
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
そ
れ
が
「
社
協
北
六

甲
台
分
区
二
十
年
誌
」
発
行

と
い
う
事
業
の
趣
旨
で
す
。

■
超
高
齢
社
会
の
対
応

他
方
で
分
区
の
お
か
れ
た

環
境
は
設
立
期
か
ら
様
変
わ

り
し
ま
し
た
。
人
口
拡
大
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
中
心
の
新
興
住

宅
街
は
、
今
や
人
口
減
少
の

超
高
齢
社
会
と
な
り
ま
し
た
。

団
塊
世
代
の
ウ
ェ
イ
ト
が
突

出
す
る
北
六
甲
台
は
二
〇
二

五
年
に
は
深
刻
な
「
在
宅
介

護
問
題
」
に
直
面
し
ま
す
。

分
区
活
動
も
「
高
齢
者
の

困
り
事
支
援
」
に
加
え
て

「
介
護
の
在
宅
ケ
ア
支
援
」

と
い
う
課
題
が
避
け
ら
れ
ま

せ
ん
。
第
八
次
地
区
福
祉
計

画
と
い
う
長
期
計
画
に
沿
っ

て
福
祉
ネ
ッ
ト
と
の
連
携
を

は
か
り
な
が
ら
着
実
に
取
り

組
み
ま
す
。

■
分
区
長
と
し
て
の
所
信

要
約
す
れ
ば
「
過
去
を
受

け
継
ぎ
未
来
を
拓
く
」
と
い

う
の
が
所
信
で
す
。
社
協
分

区
の
歴
史
の
重
み
を
キ
チ
ン

と
受
け
止
め
継
承
し
な
が
ら
、

超
高
齢
社
会
の
荒
波
を
切
り

拓
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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前
・
分
区
長

過
去
を
受
け
継
ぎ
未
来
を
拓
く

生
田

收

新
任
・
分
区
長

日
高
昭
夫

分
区
長
七
年
間
の
ご
協
力
に
感
謝

退
任
の
分
区
長
・副
分
区
長
の
ご
挨
拶

前
・
副
分
区
長

斎
藤
俊
夫

今
後
は
募
金
事
業
部
の
一
員
と
し
て

新
任
分
区
長
の
所
信
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